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スタジオコース作品から

Selected Students'Works from Si:udio Course 2012 

誓の 4回生は毎三「スタジオコース」と瞬ばれる

に取リ祖むことになる。

それぞれの担当教官が怯自のテーマを設定し、学生はそのテ

マに応じて、自らの望むコースを予屑する研究室に関係なく

由に選択するといった、いわば の前哨戦だ。その様々

な作品の中から、 2012年度は 4コース 7名の作品をここに紹

介する。

In the 4th grade, undergraduate students take the design class 

called'studio course' 

Each professo「setsup his o日ginalsubject, and students select 

freely regardness of their laboratory 

丁hesestudios, so called, are'the preliminary ski「mish'ofdiploma 

pro」ects

We will introduce 7 works of this year among the various courses 



位山研究室／丁AKEYAIV¥fa,Studio 

“世界を望む家”

丁aebumKIM 

NIS日10

Kaori丁AKANO

／丁AKAMA丁SUStudio 
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キい | 『『山スタジオ



敷地のサランコット丘の上には平地が東から西へとゆっくり続き
、北西に伸びる綺麗な尾根筋の根元と触れ合っている。
からはポカラ盆地と遠くのフェア湖の風景が楽しめる。
北にはマチャプチャレの峰が現れ、まるで屏風のように敷地を
囲んだアンナプルナの連山が視野全体に広がる。

この計画では「地形」と
を読み取り、
いる。各要素はダイナミyクに変化する地形に
溶け込み、人間の手で加えた屋根の連なりは新
しい景観を生み出す。さらに地形と建築により
切り取られた風景はめりはりを持ったシークエ
ンスを構成する。壁と屋根、地形と道による単純
な構成のこの建築は、それを囲む崇高な自然と
、建築が建つ地形に頼りはじめて完結される。

1 Lobby 

2 Reception 

3 Sunrise Terrace 

4 Restaurant 

5 Library 
6 Standard Room 

7 Suite Room 

8 Office 

Ground floor 

ヽ

South-east elevation 

Sections s=J:1500 

丁aebumKIM I 丁AKEYAMA Studio 7 



MACHAPUCHARE 
ネパール第 2の都市ポカラの傍に

そびえるサランコットの丘の上に、

ヒマラヤを一望できるホテルを

計画する。

FUNCJION ABANDONED 
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四尾 I 竹山スタジオ



MACHAPUCHARE 
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South Elevation 1 :1800 

A沢 Section1 :1800 

NIS日10 I 丁AKEYAMAStudio 9 



function 

lエントランス・ロビー

2事務室

3従業員室

4倉庫

5機械室

6電気室

7食料倉庫

8搬入エレベーター

9客室（スタンダード）

10リネン室

11カフェ

12客室（スイート）

13ライブラリー

14ギャラリー

15トイレ

16収蔵庫

17客室（スイート）

18レストラン

19厨房

plan +800 1 / 1500 

N

二
／

plan -3500 1/2000 plan +4500 1 /2000 

10 高野 香織 I竹山スタジオ



女神の懐

サランコットの丘の上で

空を仰ぎ

風に省り添い

山を望む

program 

ネパールのポカラという町にあるサランコットの丘のLに

ホテルを出iliiする

site 

サランコットの丘は標翡 1500m程のところにあり

真北の方角におよそ 7000mの＇孟峰マチャプチャレ

アンナフルナを見ることができる

¥bchh,p叫加C

尼恨筋

段々切

pokhara 

concept 

自然の生み出したものに敬怠を表し

地形の起伏に合わせた操作によって建築を，；十両する

diagram 

阿廊とrjl庭

起伏ある地形に合わせてボリュームをおき

それを[11J廊でゆるやかに繋ぐ

[11]廊を歩いていると

面した巾庭がところどころ韻を見せる

巾庭という不思議な空間が1口l廊に変化をもたらす

A-A'section 1/1000 

north elevation 1/1000 

l<ao「iTAI〈ANO I 丁AKEYAIVIAStudio 11 



12 阿笈野太朗 I 高松スタジオ

凡そ千二百年前、平安京に都が移されたとき、

ただ二つだけ寺院の建設が認められた。東寺と西寺である。

朱雀大路を中心として反転した伽藍配置を持った二つの寺院は

全く逆の運命を辿る事となる。

かつての平安京の条里制は少しずつ崩れ、

京都の中心も左京へと移ってしまった一方で、

東寺の領域は今もほぽ変わらず残っている。

右京の衰退に伴い荒廃していった西寺は再建されることがなく、

歴史からその姿を消してしまった。

現在は西寺跡公園に講堂の礎石が残されているのみである。

この敷地において、復元という行為に新しい在り方を提案する。

:~ 

かつての配直通りに柱を並べる、さ



丁a「oAWANO I 丁AKAMA丁SUStudio 13 



-EXP口LANDF"口R THE  F'UTURE・ 

◇ Layer I ◇ Layern ◇ Layerfil 

layer I ; Promenade for deja vu 60' layer ll; Wall layer m: Lake 

(aかつてのジェットコースター） (=かつてのモノレール） (=かつての遊歩道）

祈たなるユートピア 1ディストピアヘの遊歩迫 緩やかに1用む坑昇としての城限 領域を分断し!Iiiみこむ水盤

◇ LaycrIV ◇ LayerV ◇ Layer¥1 

Layer!V; Green layerV; Plaza layer VJ; Memorial Void 

(=既Iiの樹木） (=かつての遊具） (aかつての建物）

かつての出飢を想起させる樹木群 無為の時間を過ごす広場 追梢0)ヴォリューム分の地下ヴォイド

14 渡辺育 I 高松スタジオ

◇ Layer¥'lI 

layer 196・1 

~........ , ..... ゞ 盲暉

--------"""'""""'" , ____ 

bod, Stoot 

layer 1969 

land; Stone 

layer 1965 

◇レイヤーシステム◇

エキスポランドに追された多くの品他のレイヤーを，嘉み換え、

再構築する， 再構築した記憶のレイヤーに、 さらにクロノロジ

カルに配骰された建築を重罰させ、 関係性をもたせながら統合

させてゆくC

layer暉： Chronological Stripes 

(=年代順に配附される建築群）

，足餡と接続する建築

layer 1966 layer 1967 layer 1968 

芦`...凡：r=ヽ'^・^'・-・""～ 

!"nd, Com bnd. Pbne land・Gra.ss bnd: Sand 

layer 1970 layer !971 layer 1972 layer 1973 

fond Concccet iandcGcass land; Stone landc Wood 



1964 

1965 アルファヴィル

!966 

◇生成プロセスロ）
↓ 1967 

l 設定した年代、 'i960年代後'I', られた（または孵台にした）

映像作品 文学作品を取り Lげる
1968 ノルウェイの森

1969 イージ一

Ill 生成した原咆のスケール・ エキスポランド跡地の遺椙のレイヤーと 1970 

統合してゆく

1971 阻りなく透咀に近いプルー

作品 形仕orm) 建築 (Architecture)

A A' A, I i + 1972 時計しかけのオレンジ

'Z' I 
Fz A: I I + 1973 t973年のピンボール

シーン

科白 間係

恥」 WA丁ANABE 丁/¥KAMA丁SUStudio 15 



基壇の上に建築はありました。基填の上は秩／乍ある 11_1:界の象徴でしにでは、届瑣よりドは無秩序な世界なのでしょうか。晶坑よりドに現代災術館をつくります。

16 岸本涼子 ジオ



向かいに建つ芙術館アルテヒナコテークの方詞坑と同じ高さまで浮いた悲班と、室、地面で構成さ社ます。韮坦は、街ではなく、太陽の軸線に沿って僅かな高低差があり、砧坑の卜に軸を出現させます。

Ronf Plan 

!'Ian 

Elcval!on 

[t/[ 
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South Secuon 

East Sccuon 

Site Flan 

展示は常設のみ、ドイツに生まれた5人の文術館です

Kiki Smith 

Born In 1954, ¥ucembocg 

Drawmg 

Jllrgen Klauke 

Born in 1943, Rhoinfon,H吋,f,

Photograph 

Stephan llalkenhol 

!lorn in i 957, Kassel 

Sculpture 

Rebecca Horn 

¥!ovie 

Carsten'iicolm 

Born in 1965, Cherrrnitz 

Sound Art 

Ryoko KIS日1/V¥O丁0 I KIS日IStudio 17 



・大学との連携強化（大学の技術や知財の活用など）

・異業種との交流

・大学の充実した施設の利用（朱い実保育園を含む）

・人材（企業側）の育成

・学生の力を利用

・情報の共有

京都大学

ロ
• まちのコミュニティースペース

・大学の充実した施設の利用

・企業との連携強化

（大学研究の事業化など） ・企業との交流
/ 

・連携の長期化 （学びの場）

・起業のチャンス・人材（学生）の育成

・情報の共有 ・情報の共有

18 

京都大学西部キャンパス内に産学連携の拠点となるワークプレイスをつくる。

ここでは企業と大学、学生の知識や技術、ノウハウが集結する。

従来の産学連携を支援するベンチャープラザでは、そこに学生の介入はない。

それゆえ、大学と企業の連携ではあるものの、学生からかけ離れたものとなっているc

産学連携に学生か介入することで、活気あふれる交流の場がうまれ、学生をも含めた長期的な産学の交流が実現する。

近年では専門領域間の障壁を取リ払ったトランスディシプリナリな連携が求められてきている。

大学と企業、学生と企業、企業と企業が領域の垣根を越えて交流することのできる場をつくることで、

コラポレーティブかつイノベーティブな空間をつくることを目指した。

山崎 I 門内スタジオ

大学は様々な企業と連携することによって知の集約をおこない、

大学と企業が手を取リ合うことでそれぞれの知識やノウハウを統合する。

そのようにして知の拠点（ハフ）としての坦位を確固たるものとした大学は、

その知財やノウハウを産学連携を通して社会に還元する。

大学の知財をトランスディシプリナリに還元することで、

るシステムが生まれる必

トにおける柱によって

フラットルーフを支える。

フラットルーフよリ上居において外部と接する面では、

柱にルーバーの効果を持たせ、、

ワークプレイス内に入射する光の量を調整するe

Layer 1 Flat roof 

Layer 2 Unit 



Keishi YAMAZAKI I MON-NAI Studio 19 




